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立教大学に「乱歩の蔵」が譲渡さ
れてから、はや十年。今なお公開日には引きも切らず見学者が訪れるとのこと、その盛況ぶりは卒業生として同慶の至りである。筆者自身、大学院在籍当時から大衆文学研究を志してきたこともあり、いまや母校が擁する大衆文化センターが「探偵小説の聖地」などと評されていることは、実に誇らしい。
ところで筆者は、一介の研究者で
ありながら、勿体なくも立教大学先生方やセンター関係者諸氏に先駆けて乱歩の「蔵」に招かれた、という幸運に恵まれている。 こ は 「蔵」の委譲に際して学外から尽力された成蹊大学教授浜田雄介氏のお誘いよるもので、 氏が代表をつとめる 『新青年』研究会の一員と 、蔵書類や乱歩愛用の品々をリストアップする仕事のために「蔵」への出入りを許されたわけだ。この作業行程において、浜田氏やミステリ評論家の横井司氏がいくつも 新発見をされた
ことはすでにマスコミで報じられた通りであるから、ここで繰り返す煩は避けたい。そのかわり今回は、およそ四半世紀にわたる、この『新青年』研究会と筆者 の縁について駄弁を弄させて戴く。
筆者が立教大学大学院文学研究科
に進んだのは一九八六 （昭和六十一）年。この春、前田愛教授のゼミに参加したことが、筆者のその後 進路を決した。
前田先生といえば、八二年に大著
『都市空間のなかの文学』で芸術選奨文部大臣賞を受賞し、文学研究と都市論を接近せしめたパイオニアとしてアカデミズムにおいて巍々たる存在であったから、その学風と磊落なお人柄を慕 て、他学科はおろか学外からも才能と野心にあふれた若手研究者がゼミナールには蝟集していた。従ってゼミは毎回悽愴苛烈の気を帯び、激論につぐ激論が教室から居酒屋にまで持ち越され、深夜およぶまで勢いの衰えることがなか
った。そのなかには、第一回「幻視の文学」賞を受賞したばかりの加藤幹也氏（現・評論家高原英理氏）や、気鋭の評論家として売り出し中であった川崎賢子氏（現・日本映画大学教授）など、幻想 や探偵小説に造詣が深い面々が連なり、筆者 向学心は大いに刺激された。ま 、いうまでもなく前田愛先生ご自身が行くところ可ならざる し という博覧強記の大研究者であられたので、近代文学史における十蘭や虫太郎の重要性を黄色い嘴で訴える修士一年生を、莞爾として正面から受けとめ、かつ丁寧に粉砕 下さったのである。 「これからは大衆文学の本格的な研究者が絶対に必要だ」という力強い言葉は今でも忘れることができない。
さらに先生は、筆者に川崎賢子氏
のもとでの研究修行を勧 て下さった。これがきっかけで筆者は、川崎氏が鈴木貞美氏（現・国際日本文化研究センター教授）らとともに世話役をつとめていた『新青年』研究会に参加することになったのだ。
この頃、 『新青年』研究会は国電飯
田橋駅にほど近い作品社の会議室を
借りて月例会を行っていた。ここには『新青年』の表紙画で有名な松野一夫画伯から寄贈された『新青年』バックナンバー数十冊が置かれ、自由に閲覧することができた。顧問には埴谷雄高氏の名もあり、会員には作家で中田耕治研究者としても著名な澤名恭一郎氏、フラ ス文学者の江口雄輔氏、当時思想誌『オルガン』の編集者をつとめていた俳人の滝口浩氏、そして浜田雄介氏と、錚々た 知識人が犇めいており、ここでも最年少だった筆者は、勝手の違う雰囲気に気圧され、借りてきた猫 ごとく先輩方の話を拝聴してい と記憶する。
例会報告は、 『新青年』を数年単
位（十五冊～三十冊以上）で読破し、掲載記事や読物の詳細なリストを作成し、参加者の求めに応じてその内容や傾向を紹介するという苛酷なものであったが、幸か不幸か筆者が参加しはじめた頃にはこの作業はすでに終盤にさしかかっており、かろうじてムック『 「新青年」読本』 （一九八八年、作品社）の執筆陣 加わったところで研究会は解散して まった。せっかく雑誌研究 醍醐味がわかりはじめた矢先であったから、こ
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れには切歯扼腕の思いであった。『 「新青年」読本』は第二回大衆文学研究賞を受賞したが、筆者は研究会の消滅に落胆し、授賞式にも出席はしなかった。
それだけではない。大恩ある前田
先生が八七年の夏 急逝され、一時筆者は茫然自失となって目標を見失いかけていたのである。
しかし約一年後、川崎氏を代表と
して第二次『新青年』研究会が発足。筆者は勇躍して第一回の例会に駆けつけた。会場は建 直す前 新宿文化センターに定められた。
ほどなく会は『新青年』旧版元・
博文館の大橋家の方々と近づきとなり、この奇縁によって博文館新社から『叢書新青年』全五冊の刊行が決定。筆者は浜田雄介氏の助手として第二巻『渡辺温嘘
ラ・メデタ
吐きの彗星』の
編集に携わったが そ 作業行程は本当に楽しかった。
連日各所の図書館、資料館をめぐ
ってテクスト照合を行い、その後はメンバーの部屋 泊まり込んでの校正と編集会議。休日 は『新青年』ゆかりの作家、編集者諸氏を訪ねてお話をうかがい、 合間を縫って解題・
解説を執筆。猛烈に忙しくはあったが、前田ゼミで味わったそれと同質の、無限に続く祭のような高揚感に包まれて、幸福であった。作業が終了してしまうことが惜しくてならず、いつまでも の忙しさが続けばいい、と本気で考えていた。陳腐な表現であることは百も承知でいうならば、あれが筆者の青春そのものであったのだろう。
さて、現在『新青年』研究会は第
三期に入り、浜田雄介氏を代表として、前掲の横井司氏をはじめ 大衆文芸評論家の末國善己 、貸本小説研究の末永昭二氏、 『変態心理』研究の小松史生子氏、ミステリ翻訳家の平山雄一氏など メンバーもますます強力な布陣と っている。機関誌『 「新青年」趣味』は十 冊目が刊行準備中であり、古参会員の湯浅篤志氏が丹精した研究会ホームページ（二○○六年よりブログに移行）も好評である。さらに『叢書』以来の大きなプロジェクトが本年よ 動き始めているが…これについてのご報告はあらためて他日を期した と思う。
　
（早稲田大学非常勤講師）
二〇一一年十月一日から十二月二
十五日まで、芦屋市谷崎潤一郎記念館で「妖しの世界への誘い│谷崎・乱歩・横溝」展を開催した。七十四日間の会期中、四二五三名 来館があった。前年度の同時期と比較 、一・五倍の入場者数となっている。
これまでの特別展では、志賀直哉
や佐藤春夫など、谷崎と交流の深い作家との関連を企画してきたが、今回は大正期に多く書かれた谷崎の探偵小説に焦点を当て、ミステリー界を牽引した江戸川乱歩と横溝正史という、二大巨匠との関連を取り上げた。立教大学・大衆文化研究センターに乱歩資料を、横溝資料についは二松学舎大学附属図書館から主提供を受けることが出来、開催が可能となった。 さらにご遺族や関係者、横溝正史館など、多くの方々からご協力が得られ、 小さな個人館なが 、一〇〇点程の出品数となり、貴重資料に恵まれた展示と った。
乱歩も横溝も関西にゆかりの深い
作家でありながら、資料の多くが東京にあることから、資料の選定は主に神奈川近代文学館『大乱歩展』 （二〇〇八年開催）の図録や、乱歩の文学アルバムなどを参考資料とした。そして、大衆文化研究センターに何度も電話やメールで問合せをし、該当資料を探して頂くなどの労をおかけした。
展示室は三つの展示ケースから構
成されており、谷崎・乱歩・横溝の順でそれぞれの人生や文学について紹介した。導入と て、入口の小ケースで「日本探偵小説の黎明期」と題し、立教大学からお借りした、 『楊牙児奇獄』や黒岩涙香の『無惨』 幽霊塔』などの書籍で、谷崎はじめ、乱歩ら探偵小説作家たちが影響を受けた作品を紹介した。
そして、第一の展示ケースでは、
谷崎の探偵小説について、弊館所蔵品を中心に紹介した。乱歩が愛読し
「妖しの世界への誘い　　
¦谷崎・乱歩・横溝」展を開催して
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